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３Ｄプリンターを使用した砂型製作に必要な新技術を開発 

～部品試作の短期化や低コスト化などに貢献、砂の１００％リサイクルも実現～ 

 ダイハツ工業株式会社（以下ダイハツ）は、エンジンやトランスミッションなどに使用する鋳造

部品を生産する上で用いる「砂型」を、３Ｄプリンターで製作する上で必要な新技術を開発した。

この新技術により、従来困難であった３Ｄプリンターによる鉄系部品の砂型製作が可能となり、 

鋳造部品試作の短期化、低コスト化を実現した。また、砂の１００％リサイクルも可能とした。

従来の鋳造部品の製作は、まず木型・金型を使用して砂型を製作し、そこに溶融した鉄やアルミ

ニウムなどの金属を流し込む工程を踏む。しかし、木型・金型製作には高度な技能が必要なことに

加え、製作期間の長期化が課題であり、さらにこれらを使用した砂型製作の際には、砂のリサイク

ル性にも課題があった。

また近年は３Ｄプリンターの活用により、直接砂型を製作する技術が進歩したものの、溶融温度

の高い鉄系部品では砂型に割れが発生するなど、対応が困難であった。

今回、砂型に使用する砂の表面に酸触媒などで２層コーティングする新技術を開発したことで、 

人工砂を用いながら、常温で高速硬化の特徴を有する「フラン自硬性プロセス」で、造型することに

成功（特許出願中）。溶融温度の高い鉄系部品への対応と、試作作業の短期化を両立し、品質の 

安定化を実現した。また既存の３Ｄプリンターと量販の人工砂の使用を可能とし、汎用性を高めたこ

とに加え、使用した人工砂に再コーティングを施すことで、人工砂の１００％リサイクルを実現し、

ランニングコストの抑制や環境負荷低減にも貢献する。

ダイハツは、今後も良品廉価なクルマづくりを目指し、今回の新技術をはじめとした、技術の 

手の内化を推進することで、モノづくりの競争力向上を目指す。
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